
７号（１）様式記載例　裏面
※請求したいものによって様式が変わります。

例えば
病院の窓口で支払った領収証（自己負担３割） ３，０００円
健保組合へ支払った領収証（のこり７割分） ７，０００円 合計１万円
病院の証明と領収証を添付して労基署へ提出

→　治療代10割分を病院に支払う 病院の証明と領収証を添付して労基署へ提出

労災指定病院以外で受診し健康保険を使用した場合

労災指定病院以外の病院に受診した場合

※7号様式の医師証明料は労災指定になっていない医療機関等によっては請求される場合があります。労災保険から支給はありませんので自己負担になると思います。詳しくは労
基署へお問い合わせください。

けがをした人が直接所属し
ている事業場や部署が、事
業主証明欄の事業場とちが
う場合に記入します。同じ
場合は記入する必要はあり
ません。たとえば、別の場
所にある支店や営業所、工
場、建設事業の下請事業場
などが該当します。

有る場合は、「有」に○をした
うえで、けがをした会社以外の
就業先の数を記入します。さら
に、特別加入している人は、労
働保険番号・労働保険事務組合
名・加入年月日を記入します。

兼業について


